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「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える
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多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

� 【問合せ】U&Iときめき課　☎773－6659

南魚沼市で輝くひと（第19回）　  今
いま

成
なり

駿
しか

吾
ご

さん
　今回は、坂戸地区出身でＵターン後に、「新潟モノづくり～N

ニ ー モ

iiMo ～」
の運営をしている今成駿吾さんにお話を伺いました。
Ｑ これまでの経歴を教えてください。
Ａ �地元の高校を卒業してからは海外留学し、22歳の時に東京で就職し
ましたが、その後地元に帰ってきました。

Ｑ 現在はどんな仕事をされていますか？
Ａ �新潟県のものづくりの技術を生かしたオリジナル製品を作り、イン
ターネットで販売しています。

Ｑ 人生のターニングポイントは？
Ａ 木のことを知ったことですね。木に彫刻する表札を販売したことをきっかけに、木の種類についてもっ
と知りたくなり、魚沼市でブナの木を間伐する林業のプロジェクトに参加しました。木に詳しくなるこ
とで、木がお酒を熟成させたり、樹液がシロップになったりと、「もの」と「食」が繋がっていること
を知りました。それが今のものづくりの根本になっています。

Ｑ 戻ってくることで、収入面で心配はありませんでしたか？
Ａ なかったですね。とりあえずは、自分が生活できるだけ稼げればいいと思っていました。
Ｑ 南魚沼で暮らすことの魅力は？
Ａ まちと山の距離が近いことです。山があるおかげで水がおいしいし、5分で山に行けるまちってなかな
かないですよ。キャンプやスキーなどのアウトドア活動
にはとても便がいいですよね。

Ｑ これから南魚沼で暮らそうと考えている人に一言！
Ａ 南魚沼市には、同じ目的をもった人たちが集まり活動で
きる場が多く、市外から来た人も受け入れてくれる雰囲
気があります。新しいことを始めるにあたって、そう
いった集まりが力になってくれる雰囲気もあります。

第１回採用戦略会議を開催しました
　少子高齢化や人口減少が進むなか、企業の人手不足が深刻な課題となっています。企業が抱える採用課題
を企業同士で共有し、来年度以降の採用活動を戦略的に取り組むため、6月20日㈭に「ほてる木の芽坂」
で第1回採用戦略会議を開催しました。

　市内企業40社が参加し、実際に市内の企業が行っている採
用活動の事例発表や、異業種間の意見交換を行うワークショッ
プを行いました。参加者からは「企業が考える理念や果たした
い役割を求職者に伝えることの大切さを学んだ」「有料求人サ
イトを活用していきたい」など、さまざまな意見を聞くことが
できました。
　第2回目は10月17日㈭、第3回目は令和2年2月20日㈭に、
両日ともふれ愛支援センターを会場に開催します。今後のＵ・
Ｉターン移住を検討している人の「仕事探し」への対応にも生
かしていきます。
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～
シリーズ

第76回
ガボン共和国 　ンドン ビヨゴ ジェス ファレル さん

私の国はこんなところ
　ガボンは中部アフリカの赤道直下に位置し、
大西洋に面しています。人口は少なく、石油と
鉱物資源が豊富なため、アフリカのなかで所得
水準が高い国の1つです。国土の11％が国立
公園で、広大な熱帯雨林とサバンナに生息する
多くの野生生物が、自然愛好家に親しまれてい
ます。白砂のビーチや川の流れなどの壮大な風

景は、まるで未踏の楽園を旅しているかのようです。
　観光客が好むのは、医療に生涯を捧げたことで有名なアルベルト･シュバ
イツァーの博物館、ロペ国立公園、ポイントデニスのビーチです。また、世
界最古の化石が発見されたことも有名です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼での一番の思い出は、日本の文化をたくさん学ぶことができた浦佐
毘沙門堂裸押合大祭です。地域の人たちはとても優しく、いつでも助けてく
れる姿勢は印象的です。日本の中でも、特に新潟県での経験は決して忘れま
せん。国際大学での学位取得だけがゴールではなく、新潟での毎日の生活自
体が生きるための学校のようなもので、帰国時には最高の修了証が得られる
と思っています。

公用語 フランス語
首　都 リーブルヴィル
面　積 267,667㎢� （74位） 
人　口 2,030,000人

GDP（PPP） 210億ドル� （113位）
通　貨 CFAフラン (XAF) 
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価
説（PPP）により算出した数値です

ガボン共和国

掛
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
、
建
設
業
の
担
い
手
不
足
が
い
わ
れ
、

地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
明
る

い
兆
し
も
。
当
市
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
で
活

躍
す
る
人
た
ち
を
紹
介
し
、
そ
の
機
運
を

高
め
る
た
め
に
刊
行
し
て
い
る
「
Ｌラ

Ｉイ

Ｆフ

Ｅ
ｉイ

ｎン

」
と
い
う
雑
誌
で
、
平
成
３０
年
の

冬
に
除
雪
に
携
わ
る
、
若
い
女
性
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
大
い
に
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
人
数
も
増
え
て
お
り
、

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
（
Ｎネ

ク

ス
Ｅ
Ｘ

ＣコＯ
東
日
本
）
の
湯
沢
管
理
事
務
所
管
内

で
は
何
と
十
数
人
を
数
え
る
と
か
。

　
道
の
管
理
は
市
道
・
県
道
・
国
道
・
高

速
と
別
々
で
、
降
雪
前
に
は
除
雪
車
の
出

動
式
（
安
全
祈
願
祭
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の
管

轄
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
観
光
地
と
し

て
市
外
か
ら
み
な
さ
ん
を
迎
え
る
当
地
に
、

職
人
技
の
除
雪
の
プ
ロ
集
団
や
女
性
の
活

躍
も
。
こ
の
機
に
、
各
管
轄
が
一
堂
に
会

し
た
出
動
式
を
開
催
し
、
将
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
市
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
と
画
策
し

た
い
。
一
日
に
し
て
成
っ
た
の
で
は
な
い
。

「
世
界
最
強
の
除
雪
体
制
」
の
誇
り
を
次

代
に
！

誇
り
を
次
代
に

　
平
成
３０
年
の
冬
に
北
陸
地
方
を
襲
っ
た

豪
雪
。
福
井
県
へ
の
自
衛
隊
出
動
や
三
条

市
で
の
列
車
の
立
ち
往
生
、
新
潟
市
街
地

の
交
通
機
能
の
ま
ひ
な
ど
、
除
雪
体
制
や

チ
ェ
ー
ン
規
制
基
準
の
あ
り
方
が
大
き
な

議
論
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
多
く
の

人
が
改
め
て
、
魚
沼
地
域
の
除
雪
体
制
と

技
量
の
高
さ
を
誇
り
と
と
も
に
再
認
識
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
の
豪
雪
の
後
、
新

聞
に
載
っ
た
記
事
に
私
は
心
を
打
た
れ
ま

し
た
。
４
歳
の
少
女
の
母
親
か
ら
新
潟
市

建
設
課
へ
届
い
た
手
紙
の
紹
介
で
し
た
。

そ
れ
は
「
す
ご
い
雪
を
サ
ー
っ
と
キ
レ
イ

に
し
て
く
れ
る
」
除
雪
車
を
「
サ
ン
タ
さ

ん
が
来
た
！
」
と
、
車
両
が
家
の
前
を
通

る
た
び
娘
が
喜
々
と
し
て
手
を
振
っ
た
、

と
い
う
感
謝
を
込
め
た
手
紙
で
、
除
雪
対

応
に
奮
闘
す
る
関
係
者
一
同
が
感
激
し
た

と
伝
え
て
い
ま
し
た
。
毎
冬
の
降
雪
時
、

市
に
は
、
多
く
の
除
雪
・
消
雪
の
不
具
合

の
問
合
せ
や
苦
情
が
集
中
し
ま
す
。
残
念

な
が
ら
中
に
は
、
度
を
越
し
た
ク
レ
ー
ム

も
近
年
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
掃
い

た
よ
う
に
き
れ
い
に
す
る
」
こ
と
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
当
地
に
、

少
女
の
素
直
な
気
持
ち
は
、
何
か
を
語
り

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 
予
防
課

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
０

　
大
和
分
署

�

☎
７
７
９

－

４
６
０
０

　
湯
沢
消
防
署　
　
　

�

☎
７
８
４

－

３
３
７
７

甲
種
防
火
管
理
者
新
規（
再
）

講
習
・
危
険
物
取
扱
者
保
安

講
習
を
開
催

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

日�

時　
９
月
３
日
㈫　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
３０
分
、
９
月
４
日

㈬　
午
前
９
時
～
正
午

費
用　
１
，７
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習

日�

時　
９
月
４
日
㈬

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

※�

収
容
人
数
が
３
０
０
人
以
上
の

特
定
用
途
防
火
対
象
物
は
、
講

習
か
ら
５
年
以
内
に
再
受
講
の

義
務
が
あ
り
ま
す

費
用　
１
，４
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

新
規
・
再
講
習
共
通
事
項　

会
場　
塩
沢
公
民
館 

講
堂

定
員　
各
８０
人
（
先
着
順
）

受
付
期
間　
８
月
２５
日
㈰
ま
で

※�

申
込
み
時
に
、
証
明
写
真
１
枚

（
縦
３
．０
㎝
×
横
２
．４
㎝
）

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

危
険
物
有
資
格
者
は
、
法
令
に
よ

り
定
期
受
講
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
１２
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

費
用　
４
，７
０
０
円

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）　

受
付
期
間

　
８
月
６
日
㈫
～
２３
日
㈮

※�
申
込
み
用
紙
は
、
消
防
本
部
か

各
消
防
署
ま
で

【
問
合
せ
】�

消
防
本
部 

予
防
課

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
募
集
）
南
魚
沼
市
火
災
予

防
条
例
の
一
部
改
正
（
案
）

　
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る

建
物
な
ど
の
う
ち
、
重
大
な
消
防

法
令
違
反
の
あ
る
建
物
を
公
表
し
、

利
用
す
る
人
が
危
険
性
に
つ
い
て

の
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
、
南

魚
沼
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
つ
い
て
、
み
な
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

※�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

市
の
考
え
と
と
も
に
公
表
し
ま

す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意
見
に

直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん

公
表
・
意
見
募
集
期
間

　
８
月
９
日
㈮
～
９
月
９
日
㈪

閲
覧
・
配
布
窓
口

・
消
防
本
部 

予
防
課
、�大
和
分
署

・�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
南
魚
沼

市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

案
」
で
検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、「
火

災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入
し
て
、

次
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
に
持
参

閲
覧
・
配
布
窓
口
に
、
書
面
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
郵
送　
〒
９
４
９

－

６
４
０
５

南
魚
沼
市
竹
俣
８２
番
地
２

南
魚
沼
市
消
防
本
部 

予
防
課

宛
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
８
２

－

１
９
８
９

「
予
防
課
宛
て
」
と
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

④
メ
ー
ル　

yobou@
city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

⑤
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

入
力
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
、
送

信
※�

電
話
や
口
頭
で
は
受
け
付
け
ま

せ
ん

意
見
な
ど
と
市
の
考
え
方
の
公
表

時
期　
１０
月
１５
日
㈫

【
問
合
せ
】

　

�

安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
０
０
実
行
委
員
会
事
務

局
（
県
庁
内
）

☎
０
２
５－

２
８
０－

５
１
３
６

「�

安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
０
０
」

参
加
チ
ー
ム
募
集

　
運
転
免
許
が
あ
る
５
人
１
組
で
、

１
０
０
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反

を
め
ざ
し
ま
す
。
県
内
に
お
住
ま

い
か
、
通
勤
・
通
学
す
る
人
が
参

加
で
き
ま
す
。
達
成
し
た
チ
ー
ム

に
、
抽
選
で
旅
行
券
や
温
泉
宿
泊

券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

期�

間　
９
月
２３
日（
月
・
祝
）～
１２

月
３１
日
㈫
の
１
０
０
日
間

参
加
費　

　
１
チ
ー
ム　
１
，０
０
０
円

締
切
り　
８
月
３１
日
㈯

申
込
み

　
参
加
費
を
添
え
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
窓
口
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、
環
境
交
通
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
交
通
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
５
２
４

「�

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
１
０
０
」

参
加
チ
ー
ム
募
集　

　
県
内
に
住
む
６５
歳
以
上
の
５
人

１
組
で
、
１
０
０
日
間
の
無
事

故
・
無
違
反
を
め
ざ
し
ま
す
。
高

齢
者
が
交
通
事
故
に
「
あ
わ
な

い
」「
起
こ
さ
な
い
」
た
め
の
取

り
組
み
で
す
。（
運
転
免
許
が
な

い
人
も
参
加
可
）
達
成
し
た
チ
ー

ム
に
、
抽
選
で
旅
行
券
や
商
品
券

な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

期�

間　
９
月
２３
日（
月
・
祝
）～
１２

月
３１
日
㈫
の
１
０
０
日
間

参
加
費　
１
チ
ー
ム　
５
０
０
円

締
切
り　
８
月
２０
日
㈫

申
込
み

　
南
魚
沼
交
通
セ
ン
タ
ー
に
用
意

し
て
あ
る
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
病
院 
庶
務
課 

庶
務
係

�

☎
７
８
８

－

１
２
２
２

南
魚
沼
市
立
病
院
職
員
募
集

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
ま
た
は
、

南
魚
沼
市
民
病
院
に
勤
務
す
る
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
員

　
臨
床
検
査
技
師　
１
人

受�

験
要
件

昭
和
６２
年
４
月
２
日
～
平
成
１１

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
臨
床

検
査
技
師
の
資
格
を
有
す
る
か
、

取
得
見
込
み
の
人

試
験
日　
９
月
２１
日
㈯

試
験
会
場　
南
魚
沼
市
民
病
院

試�

験
科
目　
専
門
試
験
（
有
資
格

者
は
免
除
）、
作
文
、
面
接

採�

用
日

令
和
元
年
１１
月
１
日
以
降
（
資

格
取
得
見
込
者
は
、
令
和
２
年

４
月
１
日
）

受
験
申
込
書
配
置
場
所

南
魚
沼
市
民
病
院 

庶
務
課
、

（
南
魚
沼
市
民
病
院
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申�

込
み

　
受
験
申
込
書
に
、
申
込
日
前
６

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
３
枚

（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
１
枚
は
申

込
書
に
貼
付
）
と
履
歴
書
、
有
資

格
者
は
資
格
免
許
証
の
写
し
を
添

え
て
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
郵
送

の
場
合
は
、
簡
易
書
留
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。（
締
切
日
必
着
）

締
切
り　
９
月
９
日
㈪

提
出
先　
〒
９
４
９

－

６
６
８
０

南
魚
沼
市
六
日
町
２
６
４
３

－

１

南
魚
沼
市
民
病
院 

庶
務
課

※�

勤
務
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－
６
６
６
６

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
に
取
り
組
み
、「
南

魚
沼
銘
水
の
森
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
を

平
成
２５
年
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
や
健
全
な
森

林
が
も
た
ら
す
銘
水
保
全
の
た
め
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ

さ
い
。

平
成
３０
年
度
の
「
南
魚
沼
銘
水

の
森
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
購
入
企
業

　
株
式
会
社
島
田
組
、
株
式
会
社

や
ま
と
食
品
、
桐
生
工
業
株
式
会

社
、
浦
佐
管
理
物
産
株
式
会
社
、

株
式
会
社
大
登
建
築
、
株
式
会
社

上
村
精
工
、
有
限
会
社
米
山
工
務

店
、
有
限
会
社
桐
生
建
材
興
業
、

株
式
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
森
、

株
式
会
社
元
店
建
設
、
株
式
会
社

Ｓ
Ｋ
Ｙ
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
、
小
島
電

設
株
式
会
社
、
株
式
会
社
舘
野
測

量
、
ナ
カ
ヤ
モ
ー
タ
ー
ス
株
式
会

社
、
有
限
会
社
ピ
ー
ス
フ
ル
ハ
ウ

ス
、
東
都
工
設
株
式
会
社
、
株
式

会
社
佐
藤
鉄
筋 

以
上
〔
南
魚
沼

市
〕、
株
式
会
社
池
忠
造
園
、
株

式
会
社
創
建
工
房
、
有
限
会
社
金

井
運
送
、
有
限
会
社
佐
和
田
電
気

工
業 

以
上
〔
柏
崎
市
〕、
朝
日
物

流
株
式
会
社
〔
村
上
市
〕、
新
潟

県
民
電
力
株
式
会
社
〔
新
潟
市
〕、

株
式
会
社
電
算
〔
長
野
市
〕

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

－

６
７
１
０

メ
ー
ル
：kankou@

city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

市
農
産
物
・
特
産
品
直
売
所

の
指
定
管
理
者
募
集

　
南
魚
沼
市
農
産
物
・
特
産
品
直

売
所
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
指
定
管
理
者
の
申
請
を
希
望
す

る
団
体
な
ど
は
、
次
の
事
項
を
確

認
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

直
売
所
の
概
要

所�

在
地　
南
魚
沼
市
下
一
日
市
８

５
５
番
地

　
（
道
の
駅
南
魚
沼
敷
地
内
）

延
床
面
積　
約
６
１
３
㎡

構
造　
木
造
平
屋
建
３
棟

（
直
売
所
棟
１
、
屋
外
ト
イ
レ

棟
１
、
休
憩
交
流
棟
１
）

業
務
内
容

・
施
設
維
持
管
理
業
務
全
般

・
事
業
運
営
業
務
全
般

※�

詳
し
く
は
、「
南
魚
沼
市
農
産

物
・
特
産
品
直
売
所
管
理
運
営

に
関
す
る
業
務
仕
様
書
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い

指
定
管
理
期
間
（
５
年
間
）

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
７

年
３
月
３１
日

応
募
資
格

　
市
内
に
本
社
、
支
社
、
事
業
所

な
ど
を
有
す
る
法
人
・
団
体
（
法

人
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個

人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

※�

詳
し
く
は
、「
南
魚
沼
市
農
産

物
・
特
産
品
直
売
所
指
定
管
理

者
募
集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
募
集
要
項
の
配
布
・
応
募
期
間

８
月
１
日
㈭
～
９
月
１３
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
）

募
集
要
項
配
布
・
申
請
受
付
窓
口

商
工
観
光
課
（
本
庁
舎
）

※�

募
集
要
項
な
ど
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

質�

問
　
募
集
要
項
や
業
務
仕
様
書
の
内

容
に
関
す
る
質
問
は
、
質
問
票

（
指
定
様
式
）
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
か

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。（
電

話
や
口
頭
で
の
質
問
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
）

　
質
問
は
、
応
募
資
格
の
あ
る
応

募
予
定
の
法
人
・
団
体
に
限
り
ま

す
。
回
答
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
開
し
ま
す
。

質
問
受
付
期
間

　
８
月
６
日
㈫
～
１３
日
㈫

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
）

説
明
会

日
時　
８
月
２０
日
㈫

　
午
後
１
時
３０
分

会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

申�

込
み

　
出
席
を
希
望
す
る
団
体
な
ど
は
、

説
明
会
申
込
書
（
指
定
様
式
）
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。（
１
団
体
２
人
ま

で
出
席
可
）

締
切
り　
８
月
１６
日
㈮
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【
問
合
せ
】
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
通
称
：
子
若
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？�

●50

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
社

会
の
希
薄
化
の
声
が
聞
か
れ
る
現

在
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
絆
を
高

め
な
が
ら
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
地
域
全
体
で
支
え
る

体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
も
地
域
が
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
学
校
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
が
、
本
事
業
を
通
じ
よ
り
多
く

の
人
か
ら
学
習
や
行
事
の
支
援
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
い
た

だ
く
こ
と
で
、
学
校
と
地
域
の
結

び
つ
き
を
強
め
な
が
ら
、
と
も
に

元
気
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
市
内
の
全
部
の
学
校
で
実
施

し
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
平
成
２８
年
度
ま
で
は
、
大
崎

小
学
校
の
「
は
な
さ
き
本
部
」

の
み
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
２９
年
度
に
塩
沢
地
域
の
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
「
し
お

ざ
わ
本
部
」
を
、 

平
成
３０
年
度

に
六
日
町
地
域
の
小
中
学
校
を

対
象
と
し
た
「
む
い
か
ま
ち
本

部
」
を
設
置
し
、
各
学
校
に
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
ま
し
た
。
各
学
校
と
地
域
の

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
は
、
大

崎
小
学
校
を
含
め
た
大
和
地
域

の
小
中
学
校
を
対
象
と
し
た

「
や
ま
と
本
部
」
の
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
す
る
と
、
地
域
か
ら
の
学

校
へ
の
支
援
で
何
が
変
わ
る
の

で
す
か
？

Ａ
今
ま
で
各
学
校
の
地
域
担
当

の
教
員
が
担
っ
て
き
た
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
連
絡
調
整
な

ど
を
、
地
域
の
こ
と
を
よ
り
わ

か
っ
て
い
る
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
行
っ
て
い
く
こ
と

で
、
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

地
域
住
民
…
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
多
く
の
人
か
ら
学

習
や
行
事
の
支
援
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
す
る
こ
と
で
、
や

り
が
い
や
生
き
が
い
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
人
と
人
の

交
流
か
ら
地
域
活
性
へ
の
一
助

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

児
童
生
徒
…
多
様
な
学
び
と
経
験

が
で
き
、
親
世
代
以
外
の
多
く

の
地
域
住
民
と
触
れ
合
う
こ
と

で
、
そ
の
地
域
で
学
び
、
育
つ

こ
と
を
よ
り
意
識
し
な
が
ら
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

学
校
…
各
学
校
と
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
授
業
や
行
事
運
営
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
員

業
務
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間

が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
地
域
担
当
の
教
員
が
転
任

し
た
場
合
な
ど
で
も
、
地
域
と

の
連
携
が
と
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

Ｑ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

ど
の
よ
う
な
人
が
な
っ
て
い
る

の
で
す
か

Ａ
現
役
や
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
、

元
教
員
、
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
関
係
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で

す
。学
校
に
関
す
る
知
見
や
、学

校
支
援
、
地
域
づ
く
り
に
積
極

的
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
人
な

ど
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
学
校
に
よ
っ
て
は
複
数
の

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
た
り
、
小
学
校
と
中
学
校

を
兼
務
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

Ｑ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

行
う
業
務
を
よ
り
具
体
時
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
こ
れ
ま
で
各
学
校
が
直
接
連

絡
調
整
を
行
っ
て
い
た
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
を
人
材
バ
ン
ク
と
し
て
整

備
し
、
学
校
か
ら
の
要
請
に
応

じ
て
連
絡
を
取
り
、
学
習
や
行

事
へ
の
支
援
な
ど
の
調
整
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
か
ら
の

新
た
な
要
請
や
自
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
、
新
た
な
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
発
掘
と
学
校
支
援
の

企
画
を
行
い
ま
す
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

県
が
主
催
す
る
研
修
会
へ
の
参

加
や
、
市
が
開
催
す
る
研
修
会

で
他
校
の
事
例
を
学
び
な
が
ら

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
間
の

連
携
を
高
め
る
こ
と
で
本
事
業

の
活
性
に
努
め
て
い
ま
す
。

学
習
支
援
例
…
生
活
・
家
庭
な
ど

の
授
業
の
教
員
の
補
助
、
米
や

野
菜
づ
く
り
、
縄
な
い
な
ど
の

地
域
伝
統
文
化
の
指
導
な
ど

行
事
支
援
例
…
運
動
会
、
文
化
祭

な
ど
準
備
・
運
営
な
ど　

環
境
整
備
支
援
例
…
花
壇
の
整
備
、

敷
地
内
の
掃
除
な
ど

交
通
安
全
指
導
例
…
交
通
安
全
教

室
の
開
催
な
ど

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

開
催

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取

れ
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

や
感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
人
と

交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　
８
月
２９
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
３９
歳
の
人

締
切
り　
８
月
２７
日
㈫

申
込
み　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市報 みなみ魚沼　令和元年8月1日発行 6



【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

－

６
７
２
３

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
配
布
を
開
始
し
ま
す

　
外
見
で
は
障
が
い
な
ど
が
あ
る

と
分
か
ら
な
い
人
が
、
周
囲
の
人

の
援
助
を
求
め
や
す
く
す
る
た
め

の
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。

ヘルプマーク

※�

赤
字
に
白
の
プ
ラ
ス
と
ハ
ー
ト

の
マ
ー
ク

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
義
足
や
人

工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
、
心

臓
や
呼
吸
器
な
ど
体
内
の
臓
器
に

障
が
い
の
あ
る
人
や
難
病
の
人
、

ま
た
は
妊
娠
初
期
の
人
な
ど
、
外

見
で
は
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち

が
、
周
囲
の
人
に
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と

で
、
援
助
を
得
や
す
く
な
る
よ
う
、

作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
た
人

を
見
か
け
た
ら

【
電
車
や
バ
ス
の
中
で
、
席
を
お

譲
り
く
だ
さ
い
】

　

外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、

疲
れ
や
す
か
っ
た
り
、
つ
り
革
に

つ
か
ま
り
続
け
る
な
ど
の
同
じ
姿

勢
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
人
が
い

ま
す
。
ま
た
、
外
見
で
は
分
か
ら

な
い
た
め
、
優
先
席
に
座
っ
て
い

る
と
不
審
な
目
で
見
ら
れ
、
ス
ト

レ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
災
害
時
は
、
安
全
に
避
難
す
る

た
め
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
】

　
視
覚
障
が
い
者
や
聴
覚
障
が
い

者
な
ど
の
状
況
把
握
が
難
し
い
人
、

肢
体
不
自
由
な
ど
の
自
力
で
迅
速

な
避
難
が
困
難
な
人
が
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
人
な
ど
が
携
帯
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
必
要
な
支
援
や
配
慮

を
周
囲
の
人
に
お
願
い
す
る
た
め

の
カ
ー
ド
で
す
。

　
災
害
時
や
緊
急
時
な
ど
、
周
囲

の
人
に
手
助
け
を
求
め
た
い
時
な

ど
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
か

じ
め
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
記
載
し
て

あ
る
「
お
願
い
し
た
い
こ
と
」
に

つ
い
て
手
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
と

き
は

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
は
、
手
助
け

し
て
ほ
し
い
内
容
が
書
い
て
あ
り

ま
す
。
記
載
内
容
に
沿
っ
た
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
活
用
場
面

・�

災
害
の
と
き
：
災
害
発
生
時
や
、

災
害
に
伴
う
避
難
生
活
が
必
要

な
と
き

・�

緊
急
の
と
き
：
道
に
迷
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
、
パ
ニ
ッ
ク
や
発

作
・
病
気
の
と
き

・�

日
常
的
に
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
が
ほ
し
い
と
き

配
布
方
法　

・�

配
布
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。 　

・�
交
付
の
際
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・�

申
込
者
１
人
に
つ
き
、
１
枚
を

配
布
し
ま
す
。

・�

申
込
者
は
、
本
人
か
家
族
（
支

援
者
な
ど
の
代
理
人
で
も
可
）

に
限
り
ま
す
。

配
布
窓
口

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用　
無
料

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
中
面

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
表
面
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土のうを積めない悔しさ教訓に土備蓄
平成16年7月新潟・福島豪雨（平成16年7月）（長岡市　災害当時40代 男性）

　消防団も一生懸命やったんですけど、結構たたかれましたね。要は命令がおりてこないと、我々
は基本的には動けないわけなんですよ。「消防は何やっているんだ」というような言われ方をして、
しまいには「おまえらのせいで川が切れたんだ」みたいなことを。
　救出活動にしろ、土のう※積みにしろ、基本的に本部の人間がああしてくれとか、こうしてくれ
とか指示するわけなんです。例えば、こっちから上のほうに「土のうはどうなっているんですか」
と聞くと、「もう手配しているから」という返事がくる。でも全然来ないわけ。
　そうするとやっぱり、住民が言うわけです「いつになったら土
のう積みをするんだ」と。だから、その教訓を生かして、今は年
がら年中、決められた場所に、土にシートをかぶせて置かせても
らっているんです、いつでも詰められるような形にして。

※�土のうとは、布袋の中に土砂を詰めて用いる土木資材のこと。
適宜、土砂を詰め、袋を縛り積み上げることで、水や土砂の移
動を妨げることができることから、堤防の水止めなどに使われ
ます

一 日 前 プロジェクト（災害に備えて）
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

【
問
合
せ
】
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

非
核
平
和
パ
ネ
ル
・
原
爆
ぬ
り
え
展

　
原
爆
被
害
に
関
連
し
た
資
料
パ
ネ
ル
や

非
核
平
和
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
在
住
の
児

童
が
制
作
し
た
ぬ
り
え
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
２０
日
㈫
ま
で

会
場　
本
庁
舎
ホ
ー
ル

　
大
和
庁
舎
ホ
ー
ル

　
塩
沢
公
民
館
ホ
ー
ル

【
問
合
せ
】
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

南
魚
沼
市
非
核
平
和
集
会

　

市
は
、「
非
核
・
平
和
宣
言
都
市
」
と

し
て
、
毎
年
８
月
９
日
に
非
核
平
和
集
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
１７
年
に
南
魚

沼
市
非
核
平
和
委
員
会
を
設
立
し
て
、
第

１５
回
目
と
な
る
本
集
会
で
は
、
市
内
在
住

の
寺
口
友
彦
さ
ん
か
ら
、
お
よ
そ
１０
万
人

が
参
加
し
、
そ
の
多
く
が
命
を
落
と
し
た

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
を
題
材
に
、
戦
争
の
悲

惨
さ
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
時　
８
月
９
日
㈮　
午
後
７
時
～

　
（
受
付　
午
後
６
時
３０
分
～
）

会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

申
込
み　
不
要

参
加
費　
無
料

内
容　
平
和
に
関
す
る
講
演

　
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
つ
い
て
』

講
師　
寺
口
友
彦
さ
ん
（
市
内
在
住
）

【
問
合
せ
】
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
戦
没
者

を
追
悼
し
、
世
界
恒
久
平
和
祈
念

の
黙
と
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
８
月
６
日
に

広
島
市
で
、
８
月
９
日
に
長
崎
市
で
そ
れ

ぞ
れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の

式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
式
典
で
は
、
平
和

の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
１５
日
は
、「
戦
没
者
を
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。
日

本
武
道
館
で
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
家
庭
、
職
場
な
ど
で
、
原
爆
に
よ
る
死

没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
を
祈
っ
て
、
１
分
間
の
黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
８
月
６
日
㈫

　
午
前
８
時
１５
分

・
８
月
９
日
㈮

　
午
前
１１
時
２
分

・
８
月
１５
日
㈭

　
正
午
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林�　本来は、義務教育が終了したら自分の生き方
を自由に選択できるはずです。でも、飲食業の
アルバイトを禁止している学校もあり、私たち
の仕事がなぜ社会的に評価されないのかと悩む
ことがあります。その中でもここでのアルバイ
トを通じて、子どもの成長を実感した親から支
援や理解をいただいているのはありがたいです。

市�長　志が高い人と仕事をするのはおもしろいで
す。市がにぎわうためには、飲食業の人がアン
テナとなって、客のトレンドや動向などを学ぶ
必要があると思います。

林�　面接でやりたい職業を語る人と、やりたい職
業に就いて何をしたいかまでを語る人では、仕
事ぶりが全然違います。やる気のある人たちに、
市の未来を考える姿勢などを教育していくこと
が大事だと考えています。

市�長　居酒屋などの飲食店はそのまちの文化だと
思います。飲食業の人たちには、観光を盛り上
げるために市を巻き込んで、さまざまなことに
取り組んでほしいと思います。

当事者意識をもって南魚沼を元気に
　平成21年10月に設立し、人の魅力が出せるようなお店をコンセプトに、
海鮮料理とイタリアン料理の2つの店舗を経営している会社です。創業し
てから一緒に働きたいと言ってくれる人が多くなり、みんなが働ける場所
を作りたいという思いで2店舗目を出店しました。全国の居酒屋が競い合
う居酒屋甲子園に出場し、平成29年の北陸甲信越地区大会では準優勝し
ました。大会を通じて流行を学んだり、各地の人たちと情報交換をしなが
ら切磋琢磨しています。この夏には、若手従業員の育成や教育の機会を作
るため、新しい店舗を出店する予定です。
　市の人口減少が進んでいく現状を知り、人口減少のために何ができるか
を考えていろいろな情報を集めたなかで、自分で何とかしなくてはという当事者意識が芽生えました。新
しいお店は地域の伝統や生産する人などに焦点を当てるなど市の魅力を取り入れ、市内への観光につなが
るような飲食店にしたいと考えています。

居酒屋甲子園で準優勝したときの
賞状を持つ岡田侑

たすく

さんと林さん

企業募集中　掲載を希望の場合は、商工観光課 商工振興班 ☎773－6665にお問い合わせください。

今の仕事などについて語ってもらいました

次世代をつなぐ人　代表取締役 林佑
ゆう

一
いち

さん
�市�長　飲食業は、おいしいと評価をもらった後に、
人とつながることが大事だと思います。楽しま
せたいという気持ちが大切ですよね。
林�　よくわかります。飲食業のよさは、目の前で
お客さんが評価してくれることです。高校生な
どのアルバイトに、コミュニケーションスキル
や料理を覚えるだけではなくて、自分の芯にな
ることを教えていきたいと思っています。
市�長　さまざまな客を迎える店での学びというの
は、気が回る人間が育つにはとてもよい環境だ
と思います。

シリーズ③

株式会社 Ｓ
ス マ イ ル

ｍｉｌｅ Ｐ
ピ ー ス

ｅａｃｅ
〒949－6680　南魚沼市六日町106番地8
☎／ FAX 775－7507

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物を有する企業を紹介します�────────────────

次世代につなげる企業からのメッセージMinami Uonuma NEXT
エム ユー ネクスト
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スタート
大原運動公園

大和公民館
浦佐駅

大和PA
八色の森公園

五日町駅

六日町駅

塩沢駅

大沢駅

黒土新田

穴地新田

穴地

大崎
柳古新田

水尾

麓寺尾

長森新田

下原新田

泉
下原

新堀新田

二日町

津久野

大月

雲洞

長表

三郎丸

早川

八竜中野

大木六中子新田

仙石舞子

塩沢石打IC

姥島

仙石

長崎

滝谷 姥沢

小木六

坂戸

川窪

泉新田

四十日

奥

今町

魚沼基幹病院

国際町

八幡

竹俣 西泉田

中

五郎丸

美佐島六日町IC

第1中継所

第2中継所

第3中継所

第4中継所
第5中継所

第6中継所

第7中継所

ゴール

1

２

３

４

6

5

7

8

コ ー ス　8区間(全長32.3㎞)
チ ー ム　選手8人　補欠3人以内　役員2人
編　　成　(選手と役員の兼務不可)
参加資格　・中学生以上
　　　　　・�南魚沼市・湯沢町の出身者・在住者で

編成されたチーム
　　　　　※�出身者には、「在勤・在学する人や、
　　　　　　したことのある人」を含みます
部　　門　一般の部、女子の部、男女混成の部
参 加 費　1チーム12,000円
申込期間　9月6日㈮まで
申込窓口　生涯スポーツ課
　　　　　大和・塩沢公民館
　　　　　ディスポート南魚沼
問 合 せ　南魚沼市縦断駅伝大会事務局
　　　　　☎773－6630

大会協賛企業・
団体募集締切り

9月6日㈮

第15回
南魚沼市縦断駅伝大会
参加チーム募集 10月27日㈰

交通規制 時　間

1 　通行止め 8：30 ～
10：00

2 　通行止め 8：45 ～
10：15

3 　通行止め 9：30 ～
10：30

4 　渋滞区間 9：30 ～
11：00

5 　通行止め 9：30 ～
11：00

6 　通行止め 9：45 ～
11：30

7 　通行止め 10：00 ～
11：30

8 　通行止め 10：30 ～
12：00

区　　　　間 距離
第１区 大原運動公園～元店建設倉庫前［中野］ 5.5㎞

第２区 元店建設倉庫前［中野］～�
� 東川橋右岸下流［早川］ 3.2㎞

第３区 東川橋右岸下流［早川］～�
� 六日町大橋付近河川敷 4.4㎞

第４区 六日町大橋付近河川敷～�
� 六日町給食センター前［二日町］ 3.7㎞

第５区 六日町給食センター前［二日町］～�
� あおば保育園前［泉］ 3.0㎞

第６区 あおば保育園前［泉］～
� 肉の片山前［水尾］ 3.5㎞

第７区 肉の片山前［水尾］～�
� NNCエンジニアリング前［穴地］ 3.7㎞

第８区 NNCエンジニアリング前［穴地］～�
� 大和公民館 5.3㎞

　交通規制により不便をおかけしますが、事故が起きな
いよう、ご協力をお願いします。
　大会の様子は、ラジオ「FMゆきぐに」で実況放送し
ます。（FM76.2）　※インターネットでもラジオ視聴可
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Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
天
王
寺
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ゾ
ウ

�

～
春
子
最
後
の
夏
～
」（
９９
分
）

　
１
９
５
０
年
の
戦
争
の
傷
あ
と

が
残
る
中
、
ゾ
ウ
の
春
子
が
大
阪

の
天
王
寺
動
物
園
に
や
っ
て
き
た
。

６４
年
間
、
人
び
と
に
愛
さ
れ
た
春

子
に
、
大
き
な
変
化
が
訪
れ
ま
す
。

日
時　
８
月
１０
日
㈯

　
午
前
１０
時
～
１１
時
４０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
子
ど
も
・
一
般

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
８
月
４
日
㈰

　
午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�

容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

テ
ー
マ
展
示

山
の
日
特
集

　
８
月
１１
日（
日
・
祝
）は
「
山
の

日
」
で
す
。
山
を
登
る
人
も
登
ら

な
い
人
も
楽
し
め
る
、
山
の
小
説
、

エ
ッ
セ
イ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
写

真
集
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
展
示

以
外
に
山
岳
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
山
に
囲
ま
れ
た
南
魚
沼
市
で
、

も
っ
と
山
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

夏
野
菜
★
旬
を
味
わ
お
う

　
夏
野
菜
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。

　
夏
野
菜
の
レ
シ
ピ
本
な
ど
子
ど

読
書
の
つ
ど
い

お
ば
け
だ
ぞ
～
！

　

今
回
は
、
寺
村
輝
夫
さ
ん
の

「
お
ば
け
の
は
な
し
」
の
作
品
を

棒
人
形
劇
で
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
１０
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
お
ば
け
」

内�

容　
棒
人
形
劇
「
ば
け
ね
こ
お

ど
り
」、
本
の
紹
介
、
工
作
ほ

か
対
象　

　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
風
鈴
を
つ
く

ろ
う
！

　
鈴
の
音
が
か
わ
い
い
風
鈴
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
小
学
生
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時　
８
月
２３
日
㈮

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

手
遊
び
、
歌
、
工
作
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

費
用　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
７
月
１８
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

８
月
１５
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

8月の開館日時
南魚沼市 　‌�月～金9：30～ 20：00�（土日祝 19：00まで）�

休館 1日㈭、15日㈭（図書整理日）
大　和 　‌�☎777－4671　火～日祝 9：00～ 19：00�

8月は毎日開館します
塩　沢 　��‌�☎782－0100　9：00～ 20：00（月土日祝

17：00まで）　8月は毎日開館します

【申込み・問合せ】南魚沼市図書館　☎773－6677

みんなの 図書館

も
向
け
の
本
を
展
示
し
ま
す
。
夏

バ
テ
予
防
に
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の

夏
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ

う
。

快
適
な
睡
眠
を

　

夏
の
疲
れ
が
で
て
い
ま
せ
ん

か
？ 
夏
バ
テ
予
防
に
は
睡
眠
が

大
切
で
す
。
快
適
な
睡
眠
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
体
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

�

納
涼
！ 

こ
わ
～
い
本

　
怪
談
、
ホ
ラ
ー
、
お
化
け
、
妖

怪
本
な
ど
夏
の
暑
さ
が
吹
き
飛
ぶ

よ
う
な
怖
い
本
を
集
め
ま
し
た
。

子
ど
も
向
け
の
本
も
紹
介
し
ま
す
。

利
用
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

気
持
ち
よ
く
使
お
う
！

・
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
い

・
走
ら
な
い

・
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
い

　
図
書
館
に
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
い
ろ
ん
な
人

が
読
書
や
調
べ
物
、
学
習
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
で
来

館
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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常設展 　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展 　期間　11月10日㈰まで

世界の風景画展
　アイズピリが2019年に生誕100周年を迎えること
を記念して、ヨーロッパの街並やアジアの仏塔など、
世界の風景を描いた作品を展示します。

南国の摩訶不思議な世界
　今ではパプアニューギニアからの持ち出しが禁止さ
れている、貴重な民族美術のコレクションを多数展示
します。

8月限定特別展「今泉記念館 ガラス工芸展」
期間　8月1日㈭～ 31日㈯
　今泉記念館が所蔵するガラス工芸作品を展示します。
ガレやドーム、ラリックの作品が多数登場します。ほ
かにも、企画展に合わせたイベントを開催。詳しくは、
お問い合わせください。

第2回 八海山ジュニア展
期間　9月2日㈪まで
　新潟県ジュニア美術展覧会と新潟県中越教育美術展
に入賞した市内の児童生徒の作品を展示。
同時開催 　「第20回記念八海山夢展」

押し花教室
　鮮やかな色を保つ不思議な押し花を作ってみません
か。全6回ですが、途中からの参加も可能です。
第3回　8月10日㈯　応用レッスンⅠ　花うちわ
第4回　9月14日㈯　応用レッスンⅡ　花絵額
時間　13：00～ 16：00　　料金　2,500円

入場無料 　若い芽のコンサート
　イケビ発、魚沼に育ち学んだ音大生による演奏会。
日時　8月15日㈭　11：00～（開場10：30）

池田記念美術館
開館9：00 ～17：00（入館終了16：30）  8月の休館：７日㈬、21日㈬、28日㈬

☎780－4080　FAX 777－3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下無料

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～17：00（入館終了16：30まで）  8月は毎日開館します
今泉記念館アートステーション

富岡惣一郎　没後25周年「雪国巡礼」
期間　11月19日㈫まで
　北海道シリーズを中心に初期から晩
年の作品を展示。

特別展「日本の美－舞台美術の世界－」
期間　9月24日㈫まで
　古典の舞台美術に描かれた芸術をご覧ください。
協力　歌舞伎座舞台株式会社

体験教室 　「絵師の技」
　歌舞伎座舞台絵師の実演と色紙に描く体験。
日時　８月17日㈯　①10：30～、②14：00～
対象　小学生以上（小学3年生までは保護者同伴）
料金　1,500円　　定員　各15人（先着順）
申込み　事前にお申し込みください。

観覧無料　ラウンジ展 8月 
市民ギャラリー
　「山本康

こう

喜
き

ペーパーアート作品展」
城内さんぽ～ふるさと歳時記～ 　城内の歳時記を井
口亘

わたる

さん（城内出身）のイラストで紹介します

トミオカホワイト美術館
開館9：00～ 17：00（入館終了16：30）

8月は毎日開館します 市民無料の日：８日㈭、18日㈰、28日㈬
☎775－3646　FAX 775－3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

谷川新雪

おんがくだいすき！�～うおすいサマーコンサート～
　音楽を楽しみたいという親子にピッタリのコンサー
ト。楽器の体験コーナーも開催します。子どもも大人
も、音楽に触れて楽しもう！
日時　8月31日㈯　13：30～ 15：00（開場13：00）
会場　市民会館 
　多目的ホール
出演　魚沼吹奏楽団
対象　どなたでも　
料金　無料

北越雪譜いろはかるたから
「ちりぬるをわか」の「ち」は
　「縮

ちぢみ

は、人と雪が作った名産なり」
　縮は、越後上布・小千谷縮布とよば
れる麻の織物です。冬の時期に織られ、
雪晒

さら

しをします。その技術は、世界に認められています。

ミニ企画展 　「北越雪譜のふしぎ」 開催中
期間　９月９日㈪まで　※会期中、市民は観覧無料

鈴木牧之記念館
開館9：00～ 16：30  8月の休館：27日㈫

☎ ・ FAX 782－9860� URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥ 大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

南魚沼市民会館
開館8：30～ 17：15  8月の休館：5日㈪、13日㈫、19日㈪、26日㈪

☎773－5500　FAX 772－8161　URL http://www.6bun.jp/kaikan/
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付
け
不
能
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、

清
涼
飲
料
水
も
人
気
が
高
く
な
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ス
イ
カ
の
需

要
は
減
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
こ

の
年
の
７
月
下
旬
で
、
１
玉
３
．

７５
㎏
の
ス
イ
カ
の
値
段
は
１
１
０

円
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
②
初
夏
を
過
ぎ
た
６
月
下
旬
こ

ろ
は
、
春
繭
の
出
荷
を
迎
え
る
時

期
で
す
。
写
真
②
は
、
昭
和
３４
年

６
月
下
旬
、
繭
の
集
荷
が
最
盛
期

を
迎
え
た
六
日
町
繭
市
場
の
様
子

で
す
。
養
蚕
農
家
に
よ
っ
て
丹
精

込
め
て
育
て
ら
れ
た
繭
が
集
め
ら

れ
、
検
定
の
た
め
長
岡
市
の
県
繭

検
定
所
に
送
ら
れ
る
の
だ
そ
う
で

す
。
こ
の
時
点
で
１
０
１
，２
５

０
㎏
の
集
荷
が
あ
り
、
繭
質
、
糸

量
、
解
じ
ょ
（
糸
の
ほ
ぐ
れ
具

合
）
格
も
良
好
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 　

③
大
木
六
小
学
校
で
は
、
創
立

８０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
防
火

用
水
を
兼
ね
た
プ
ー
ル
の
造
設
を

昭
和
２８
年
初
め
か
ら
行
い
ま
し
た
。

大
木
六
小
学
校
の
近
く
を
流
れ
る

川
は
、
水
深
が
浅
い
た
め
子
ど
も

た
ち
が
泳
ぐ
こ
と
は
難
し
く
、
魚

野
川
ま
で
行
く
に
も
遠
い
こ
と
か

ら
、
思
う
存
分
、
水
泳
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
プ
ー
ル
の
大
き
さ
は
１０
×

２５
ｍ
、
工
費
は
２４
万
円
、
校
区
の

各
家
庭
か
ら
一
人
ず
つ
、
連
日
作

業
に
あ
た
っ
た
そ
う
で
す
。
写
真

③
は
、
８
月
末
の
完
成
に
向
け
た

作
業
の
様
子
で
す
。

《
参
考
資
料
》『
魚
沼
新
報
』

　
写
真
は
個
人
所
有

　
郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
ち
ょ
っ
と
昔
の
風
景
と

し
て
、
冬
と
春
の
風
景
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
は
夏
の
風
景

を
紹
介
し
ま
す
。

　
①
こ
の
地
域
の
夏
の
味
覚
の
代

表
格
と
い
え
ば
、
ス
イ
カ
と
鮎
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
写
真
①
は
、
昭
和
３７
年
夏
の
八

色
ス
イ
カ
の
収
穫
の
様
子
で
す
。

　
こ
の
年
は
、
天
候
不
順
が
続
き
、

病
気
の
蔓
延
、
開
田
事
業
で
の
作

『
大
和
町
の
近
世
』
を
発
刊

　
『
大
和
町
史
』
は
、
こ
れ
ま
で

に
原
始
・
古
代
・
中
世
を
中
心
に

記
述
し
た「
上
巻
」、近
世
を
中
心

に
し
た
「
中
巻
」
が
発
刊
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
続
き
明
治
か
ら
平

成
の
合
併
で
閉
町
と
な
る
ま
で
を

記
述
し
た
町
史
を
発
刊
す
べ
く
、

地
域
の
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
資
料
調

査
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
江

戸
時
代
（
近
世
）
の
貴
重
な
資
料

を
目
に
す
る
機
会
も
多
く
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、『
大

和
町
の
近
世
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

で
き
る
限
り
大
和
地
域
の
江
戸
時

代
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に
編
集

さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
裁　
Ａ
５
版
約
５
０
０
ペ
ー
ジ

料
金　
３
，０
０
０
円

販
売
日　
９
月
２
日
㈪

販�

売
窓
口　
郷
土
史
編
さ
ん
係
、

大
和
・
中
央
・
塩
沢
公
民
館

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
81

【
問
合
せ
】

　
農
林
課 

農
業
振
興
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
３

　

�

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門

学
院 

管
理
栄
養
科�

（
本
田
）

�

☎
７
７
９

－

４
５
１
１

南
魚
沼
産
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・

さ
つ
ま
い
も
を
生
か
し
た

レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
の
設
置

　
市
で
は
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
北
里
大
学
保

健
衛
生
専
門
学
院
と
連
携
し
、
地

場
産
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・
さ
つ
ま
い

も
を
生
か
し
た
レ
シ
ピ
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
開
発
さ
れ
た

レ
シ
ピ
は
製
本
し
て
、
８
月
上
旬

か
ら
あ
ぐ
り
ぱ
ー
く
八
色
と
四
季

味
わ
い
館
に
設
置
し
ま
す
。

　
学
生
た
ち
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ

を
参
考
に
、
地
場
産
の
ズ
ッ
キ
ー

ニ
・
さ
つ
ま
い
も
を
ぜ
ひ
、
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
は
、
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

※�

レ
シ
ピ
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
予
定
で
す

写真①　八色スイカの収穫の様子

写真②　六日町繭市場の様子

写真③　大木六小学校プール工事の様子
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼
８月は毎日開館します

コース 開催曜日・時間 対象・内容
受　講　料

会　員 一　般

水　
　
　
泳　
　
　
教　
　
　
室

親　子 土曜日�19：00 ～ 19：50
対象 �9月末日で3歳以上の未就学児（オム

ツがとれていること）と保護者
内容 親子で水慣れ

親子新規
1,540円

幼児新規
820円

再受講
4,110円

1教室
につき
5,650円

ミニアクア
のみ

3,080円

幼　児
水曜日～土曜日
全5コース
（時間は曜日で異なります）

対象 �9月末日で5歳以上の未就学児
内容 水慣れから初歩のクロール

初　級
火曜日～土曜日
全8コース
（時間は曜日で異なります）

対象 �小学生
内容 �水慣れ・顔つけから中級コースをめざ

します
新規
無 料

再受講
4,110円

JSC会員
3,600円

2教室目
から
4,110円

ミニアクア
のみ

2教室目
と再受講
2,050円

中級・上級（小中学生の経験者が対象）も募集します

レディース 火曜日�11：00 ～ 12：00
木曜日�11：00 ～ 12：00

対象 �16歳以上の女性
内容 クロールが泳げるように

成　人
水曜日�19：00 ～ 20：00 対象 �中学生以上

内容 顔つけ・水慣れから

金曜日�13：30 ～ 14：30 対象 �16歳以上
内容 4泳法の上達

シニア 水曜日�14：00 ～ 15：00 対象 �おおむね60歳以上
内容 水泳で筋力・体力アップ

水
中
運
動
教
室

エンジョイ
アクア 火曜日�20：10 ～ 21：00

対象 �16歳以上
内容 �軽快な音楽のリズムに合わせ体を動か

します
アクアエク
ササイズ 水曜日�11：10 ～ 12：00

ミニアクア 木曜日�14：20 ～ 14：50

水中歩行 金曜日�11：00 ～ 12：00 内容 �水の抵抗を利用した筋力・体力アップ

締切り　8月14日㈬　18：00まで
申�込み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とハガキに、必要事項を記入し、
フロントに提出してください（電話での申込みはできません）

選�考方法　受付期間終了時に定員を超えた場合は、8月17日㈯ 17：00からディスポー
ト南魚沼2階ロビーで抽選を行い、結果をハガキでお知らせします。

南魚スポーツパラダイス　第2期（9月～ 12月）水泳教室　参加者募集

� ［各コース全13回（ミニアクアのみ10回）］

新規  今年度初めて参加する人　　再受講  第1期に参加した人　　 JSC会員  ジュニアスポーツクラブ会員
◇受講料のほかにプール入場料が別途必要（お得な定期券もあります）
※�未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員であれば会員料金とします。ディスポート定期券購入時も、会
員割引を適用します
◇都合で日程・回数・料金などを変更する場合があります　　◇詳しい内容などは、お問い合わせください
◇�締切り後、定員に空きのあるコースは、8月18日㈰ 9：00 ～ 31日㈯に、先着順で追加募集を行います（2教室
目の受講も可）
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コース 期　間 日　程 対象・泳力 回　数
受　講　料

会　員 一　般

ビーバー 〈通年〉
中期

9月～ 12月

土曜日
10：00～ 10：50

対象 ‌�小学生以上
泳力 �面かぶりクロール�

7ｍ以上
（全45回）
中期

9月～ 12月
15回

4,110円

JSC会員
6,170円

8,220円

イルカ 木曜日
20：00～ 21：00

対象 ‌�小学生以上
泳力 �2泳法で25ｍ以上

泳げること
◇受講料のほかにプール入場料が別途必要（お得な定期券もあります）
◇都合で日程・回数・料金などを変更する場合があります
◇詳しい内容などは、お問い合わせください

長期スイミングスクール（通年）　参加者募集

締切り　8月7日㈬　18：00まで
申�込み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事項を記入し、フロン
トに提出（電話での申込みはできません）

選考方法　8月9日㈮ 19：00から泳力テストを行います。
※泳力テスト時の入場料は無料です

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　
学
校
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－
６
７
０
０

太
田
市
・
南
魚
沼
市

交
流
演
奏
会

　
太
田
市
の
お
お
た
芸
術
学
校
と

南
魚
沼
郡
市
内
の
中
学
・
高
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
を
、
開
催

し
ま
す
。
各
団
体
に
よ
る
演
奏
に

加
え
て
、
総
勢
約
３
０
０
人
に
よ

る
合
同
演
奏
は
必
見
で
す
。
太
田

市
と
の
音
楽
交
流
を
、
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

８
月
２４
日
㈯（
前
日
の
イ
ベ
ン
ト
）

時
間　
午
後
２
時
～

　
（
開
場　
午
後
１
時
３０
分
）

会
場

　
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

演
目　
「
午
前
１０
時
の
来
訪
者
」

出�
演　
お
お
た
芸
術
学
校
付
属
劇

団
「
松
ぼ
っ
く
り
」

費
用　
無
料

８
月
２５
日
㈰

時
間　
午
後
２
時
～

　
（
開
場　
午
後
１
時
３０
分
）

会
場　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

出�

演　
お
お
た
芸
術
学
校
付
属
合

唱
団
「
コ
ー
ル 

エ
ン
ジ
ェ
ル
」、

お
お
た
芸
術
学
校
付
属
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
「
ジ
ュ
ネ
ス
」、
南
魚

沼
郡
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部

「
大
和
中
・
八
海
中
・
六
日
町

中
・
塩
沢
中
・
湯
沢
中
学
校
」、

六
日
町
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

費
用　
無
料

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

メ
ニ
ュ
ー

太
巻
き
２
種
、
か
わ
い
い
い
な

り
ず
し
、
和
風
テ
ィ
ラ
ミ
ス

日
時　
９
月
７
日
㈯

午
前
の
部　
午
前
１０
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
１
時
３０
分
～

　
３
時
３０
分

会
場　
塩
沢
公
民
館
２
階 

　
調
理
実
習
室

対
象　
市
内
在
住
者
・
在
勤
者

講
師　
宮
田
悠は

る
かさ

ん

費
用　
８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持�

ち
物　
米
一
合
、
巻
き
す
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

台
ふ
き
、
持
ち
帰
り
用
器
、
筆

記
用
具

定�
員　
午
前
・
午
後
の
部
各
２０
人

（
先
着
順
）

申
込
期
間

　
８
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮

【
問
合
せ
】
塩
沢
ジ
ャ
ン
プ
大

会
事
務
局　

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ａ
級
公
認

エ
イ
ブ
ル
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｉ
カ
ッ
プ

第
３１
回
塩
沢
ジ
ャ
ン
プ
大
会

　
大
空
に
跳
ぶ
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
勇

姿
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日�

時　
８
月
２５
日
㈰

　
午
前
８
時
～
午
後
０
時
３０
分

会�

場新
潟
県
石
打
丸
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

〔
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
内
〕

※�

公
共
交
通
機
関
で
は
来
場
で
き

ま
せ
ん
。
自
家
用
車
か
、
タ
ク

シ
ー
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

競�

技
種
目　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン

プ
（
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
Ｈ
Ｓ
８６
ｍ
、

Ｋ
＝
８０
ｍ
）

組�

別　
男
子
組
（
少
年
・
成
年
）、

女
子
組
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康

福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

�

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

こ
こ
ろ
と
く
ら
し
の
総
合
相
談
会

　
「
食
欲
が
わ
か
な
い
・
眠
れ
な

い
」「
借
金
が
ふ
く
ら
ん
で
生
活

で
き
な
い
」「
夫
・
子
ど
も
な
ど

家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
」

「
介
護
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
」

「
な
か
な
か
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
」
な
ど
の
悩
み
を
持
つ
人
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
、
精
神
科
の
医

師
や
弁
護
士
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職

員
な
ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
１１
日
㈬

　
午
後
２
時
～
４
時

会
場

　
中
央
公
民
館
（
市
民
会
館
内
）

費
用　
無
料

締
切
り　
８
月
２８
日
㈬

申
込
み　
事
前
予
約
が
必
要

※�

相
談
会
は
、
１０
月
１
日
㈫
に
魚

沼
市
で
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
魚
沼
市
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー 

☎
０
２
５－

７
９
２－

８

８
４
４
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

【
問
合
せ
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康

福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

８
１
４
３

　
南
魚
沼
食
品
衛
生
協
会

�

☎
７
７
３

－

２
１
２
７

食
育
の
風

食
中
毒
予
防
３
原
則

　
食
中
毒
は
、
７
～
９
月
が
最
も

発
生
す
る
季
節
で
す
。
食
中
毒
を

予
防
す
る
に
は
気
を
つ
け
る
べ
き

３
原
則
が
あ
り
ま
す
。

①
つ
け
な
い

　
細
菌
は
目
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
手
洗
い
は
も
ち
ろ
ん
、

食
器
、
ま
な
板
、
包
丁
な
ど
調
理

器
具
の
洗
浄
は
丁
寧
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
増
や
さ
な
い

　
食
中
毒
菌
は
食
べ
も
の
に
付
着

し
て
い
て
も
少
量
で
あ
れ
ば
食
中

毒
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
夏
場
は
室

内
に
放
置
せ
ず
、
冷
蔵
庫
な
ど
で

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

③
や
っ
つ
け
る

　
食
品
は
、
加
熱
が
最
も
効
果
的

な
殺
菌
方
法
で
す
。
食
品
の
中
心

部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩
素
系
洗
剤

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
魚
沼
基
幹
病
院

�

☎
７
７
７

－

３
２
０
０

市
民
公
開
講
座
を
開
催

日
時　
９
月
１
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時
１５
分

会
場　
魚
沼
基
幹
病
院
１
階

　
講
堂
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内�

容　
「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
、
肺

が
ん
の
こ
と
」、「
睡
眠
障
害
の

対
応
と
治
療
」、「
あ
な
た
が
変

形
性
関
節
症
と
い
わ
れ
た
ら
心

が
け
て
ほ
し
い
こ
と
」

費
用　
無
料

申
込
み　
不
要

【
問
合
せ
】
魚
沼
基
幹
病
院

�

☎
７
７
７

－

３
２
０
０

魚
沼
基
幹
病
院
の
休
診
日

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
稼
働
日

（
５
月
２
日（
木
・
休
日
））
の
振

替
と
し
て
、
休
診
し
ま
す
。

休
診
日　
９
月
５
日
㈭

【
問
合
せ
】

　
介
護
保
険
課 

包
括
支
援
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

南
魚
沼
市
筋
力
づ
く
り
教
室

　
「
腰
が
痛
い
」「
膝
が
痛
い
」

「
自
宅
で
つ
ま
づ
く
」「
生
活
に
張

り
合
い
が
な
い
」
な
ど
、
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
筋
力
づ
く
り
教
室
で
は
、
筋
力

づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
レ

イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
を
行
い
ま
す
。

　
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
は
椅
子

に
座
っ
た
ま
ま
、
筋
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
、
関
節
へ
の
負
担
も

少
な
く
、
足
腰
に
痛
み
の
あ
る
人

で
も
無
理
な
く
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
体
操
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、

筋
力
の
低
下
や
膝
痛
・
腰
痛
を
予

防
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
習
慣
が

あ
る
こ
と
は
認
知
症
予
防
に
も
効

果
的
で
す
。

　
市
内
に
は
大
和
地
域
に
約
３０
会

場
、
六
日
町
地
域
に
約
４０
会
場
、

塩
沢
地
域
に
約
４０
会
場
の
筋
力
づ

く
り
教
室
が
あ
り
、
１
年
間
で
延

べ
約
２
，５
０
０
回
の
教
室
が
開

催
さ
れ
、
延
べ
約
１
６
，０
０
０

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、
８
割
以
上
の
人
が
「
体

が
楽
に
な
っ
た
」「
人
と
話
す
機

会
が
増
え
た
」「
転
ば
な
く
な
っ

た
」
な
ど
、
体
や
生
活
面
で
の
変

化
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
筋
力
づ
く
り
教
室

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

会�

費　
１
回
５０
円
（
年
度
の
最
初

の
み
傷
害
保
険
料
１
０
０
円
が

必
要
）

申�

込
み　
不
要
。
開
催
日
に
直
接

会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

筋力づくり教室の様子

※�

南
魚
沼
市
筋
力
づ
く
り
教
室
の

開
催
予
定
表
を
１７
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
日
程
表
の
開
催
日
な
ど
は
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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令和元年度 南魚沼市筋力づくり教室　開催予定表
地域 会　　　場 定例曜日 開始時間

大
和
地
域

東

雷土新田活性化センター 第2木 14：00
雷土生活改善センター 第4木 14：00
山崎集落開発センター 第3金 9：30
山崎新田集落センター 第1・3金 9：30
東地域開発センター 第2・4火 10：00
荒金区民センター 第1・3金 9：30
黒土ふれあいセンター 第1・3水 9：30

浦
佐

境川集落センター 第1・3木 10：00
雪国おくにじまん会館（ゆったり教室） 第2・4木 14：00
働く婦人の家 第1・3木 14：00
働く婦人の家（男性教室） 第2・4木 14：00
浅地町コミュニティーハウス 第2・4水 10：00
天王町集落センター 第2・4木 10：00
鰕島集落開発センター 第1・3月 10：00

大
崎

穴地新田ふれあいセンターなごみ 第2・4木 14：00
穴地ふれあいセンター 第2・4金 13：30
大崎下（下小路）集落センター 第1・3金 13：30
大崎農業会館 第1・3水 13：30
柳古新田集落センター 第1・3木 13：30
今町新田開発センター 第2・4金 13：30
水尾クラブ 第2・4水 13：30

薮
神

辻又地域多目的センター 第1月 13：30
芹田集落開発センター 第1・3木 13：30
一村尾担い手センター 第1～ 4金 10：00
名木沢集落開発センター 第1・3水 10：00
九日町開発センター 2・4月 10：00
猫道集会所 2・4火 10：00
今町コミュニティセンター 第1・3月 10：00

六
日
町
地
域

六
日
町

君帰集落開発センター 第2・4木 10：00
欠之上多目的集会所 第2・3・4木 9：30
欠之上多目的集会所（男性、12～4月） 第2・4木 13：30
川窪集落センター 第1・3木 10：00
余川公民館 第1～ 4火 9：30
余川公民館（ゆったりコース） 第1～ 4火 13：30
学校町公民館 第1・3火 10：00
学校町公民館（シニアコース） 第1・3木 10：00
北辰ふれあいセンター 第2・4水 10：00
小栗山公民館 第2・4金 14：00
美佐島ふれあいセンター 毎週金 10：00
南魚沼市図書館 第2・4火 10：00
八幡集落開発センター 第1・3月 14：00
緑町会館 第2・4水 10：00
坂戸公民館 第2・4月 14：00
上町2丁目集会所 第1～ 4月 10：00
こころの杜 第1～ 4木 14：00
こころの杜（ゆったりコース） 第2・4木 14：00
東泉田集落開発センター 第2・4月 14：00
西泉田公民館 第1～ 4火 14：00
上大月構造改善センター（12～3月） 第2金 14：00
下大月構造改善センター 第4金 14：00

城
内

下出浦集落開発センター 第2・4水 9：30
城内地域開発センター 第1・3月 9：30
新堀集落センター 第2・4木 9：30
泉集落開発センター 第2・4月 9：30
長森集落開発センター 第1・3水 9：30
麓ふれあいセンター（1・2月休み） 第1・3木 9：30

地域 会　　　場 定例曜日 開始時間

六
日
町
地
域

大
巻

野田集落開発センター 第2・4火 10：00
四十日新道集落センター 毎週木 13：30
青木新田集落センター（1～3月休み） 第1・3水 13：30
奥集落センター 第1火 13：30
大巻地域開発センター 第2・4水 13：30
五日町集落センター 毎週木 13：30
欠之下集落開発センター 毎週木 13：30

五
十
沢

三国ふれあいセンター（4～12月） 第2・4木 9：30
小川集落開発センター 第2・4火 9：30
原ふれあいセンター 第1・3火 9：30
永松集落センター 第1・3木 9：30
山谷ふれあいセンター 第1・3木 9：30
五十沢地域開発センター
（旧五十沢中学校内） 第2・4水 9：30

津久野集落センター 第2木 13：30
二日町公民館 第1・3・4水 9：30

塩
沢
地
域

上
田

雲洞集落開発センター 第1・2・4水
週変更有 10：00

長表集落開発センター 第2・4火 10：00
三郎丸公民館 第1・3火 10：00
早川集落開発センター 第1・3木 10：00
枝吉多目的集会施設 第2・4金 13：30
金清坊ふれあいセンター 第2・4木 10：00
上田掛之下区民会館 第1・3木 10：00
原芝野集落開発センター 第1・3水 10：00
上神字多目的集会場 第2・4木 13：30
滝谷ふれあいセンター 第2・4水 10：00
沢口集落開発センター 第1・3火 13：30
姥台公民館 第1・3水 13：30
一之沢林業集会センター 第1水 10：00

塩
沢

島新田集落開発センター 第2・4水 10：00
両竹集落センター 第1・3木 10：00
片田ふれあいセンター 第1・3火 10：00
思川集落開発センター 第2・4火 10：00
思川（男性教室、11月～3月） 第3水 10：00
吉里集落開発センター 第2・4金 10：00
吉里（男性教室、12月～4月） 第2木 10：00
岩之下集落開発センター 第1・3木 9：30
五分区ふれあいセンター 第1・3金 13：30
六分区コミニティセンター 第2・4月 10：00
塩沢保健センター 毎週水 10：00
上十日町公民館 第2・4月 10：00
目来田公民館 第2・4水 10：00
共楽舎（中） 毎週水 10：00
樺野沢同新田区区民会館（4～12月） 第1・3金 10：00

中
之
島

五郎丸集落開発センター 第2・4火 10：00
八竜新田多目的研修集会施設 第1・3木 10：00
大木六公民館 第2・4月 10：00
中之島農村環境改善センター 第1・2・3水 10：00
中子集落開発センター 第2・4水 10：00
坪池集落開発センター 第1・3金 10：00

石
打

大沢ふれあい館 第2・4水 10：00
砂押集落センター 第1・3月 13：30
君沢公民館 第1・3水 10：00
宮野下公民館（4～12月） 第1水 13：30
関公民館 第2・4火 10：00
石打区公民館（4～11月） 第1・3火 10：00
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【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

胃
が
ん
と
は

　
胃
が
ん
は
、
胃
壁
の
内
側
に
あ
る
粘
膜

に
で
き
る
が
ん
で
す
。
喫
煙
や
塩
分
の
多

い
食
品
の
摂
取
な
ど
、
生
活
習
慣
に
よ
っ

て
胃
が
ん
の
発
生
率
が
高
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
罹
患
率
は
男
性
１
位
、
女
性

３
位
で
す
。
が
ん
の
部
位
別
死
亡
率
は
、

男
性
２
位
、
女
性
４
位
で
す
。

胃
が
ん
の
症
状

　
胃
が
重
く
感
じ
る
、
食
欲
不
振
、
嘔お

う
吐と

、

下
痢
、
便
秘
、
黒
い
便
な
ど
の
症
状
が
出

て
き
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
と
は

　
市
の
胃
が
ん
検
診
で
は
、
胃
Ｘ
線
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
）
検
査
を
行
い
ま
す
。
発
泡
剤

で
胃
を
膨
ら
ま
せ
、
バ
リ
ウ
ム
を
含
む
造

影
剤
を
飲
ん
で
体
を
動
か
し
、
胃
の
粘
膜

全
体
に
造
影
剤
を
行
き
渡
ら
せ
な
が
ら
Ｘ

線
を
連
続
的
に
照
射
し
、
撮
影
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
と
は

　

大
腸
が
ん
は
、
大
腸
（
結
腸
、
直
腸
）

に
で
き
る
が
ん
で
す
。
近
年
、
食
生
活
の

欧
米
化
に
よ
り
急
増
し
て
い
ま
す
。
が
ん

の
部
位
別
死
亡
率
は
、
男
性
が
３
位
、
女

性
が
１
位
と
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
症
状

　

進
行
す
る
と
、
腹
痛
や
出
血
、
便
秘
、

下
痢
、
便
が
細
く
な
る
、
残
便
感
な
ど
の

症
状
が
出
て
き
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
と
は

　
大
腸
が
ん
検
診
で
は
、
便
潜
血
検
査
を

行
い
ま
す
。
便
を
採
取
し
、
血
液
が
混

ざ
っ
て
い
る
か
検
査
し
ま
す
。

検
診
は
何
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
？

　
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
市
の
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
は
、
４０
歳
以
上
が
対
象
で

す
。

　
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
や
心
配
な
場
合

は
、
年
齢
や
検
診
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
の
費
用
は
？

　

胃
が
ん
検
診
は
、
１
，０
０
０
円
、
大

腸
が
ん
検
診
は
、
５
０
０
円
で
す
。
７
５

歳
以
上
は
、
無
料
で
す
。
医
療
機
関
よ
り

も
安
く
受
診
で
き
ま
す
。

精
密
検
査
の
内
容

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
の
精
密
検
査
で
は
、

内
視
鏡
検
査
を
行
い
ま
す
。
先
端
に
小
型

の
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
細
長
い
管
を
、
胃

が
ん
検
査
で
は
口
か
鼻
か
ら
、
大
腸
が
ん

検
査
で
は
肛
門
か
ら
挿
入
し
、
胃
や
大
腸

な
ど
の
消
化
器
官
を
観
察
し
ま
す
。

が
ん
と
共
に
生
き
る
時
代

　
生
涯
で
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が
が

ん
に
な
る
、
決
し
て
他
人
ご
と
で
は

な
い
時
代
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
が
ん

は
、
早
期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、

９０
％
以
上
が
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

市の胃がん・大腸がん検診結果
胃がん検診 大腸がん検診

年度（平成） 28 29 30 28 29 30
受 診 者 数
（人） 3,879 3,768 3,750 6,883 6,568 6,570

要精検者数
（人） 111 147 180 476 456 386

精検受診率
（%） 88.2 85.7 90.0 78.2 81.8 78.8

がん発見数
（人） 1 3 3 20 13 16

家
族
が
が
ん
に
な
っ
た
ら

が
ん
に
な
っ
た
本
人
へ
の
接
し
方

　
す
べ
て
の
患
者
が
、
が
ん
に
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
気
を
使
わ
れ
た

り
、
励
ま
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん

で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
、
本
人
の
考
え
や
思
い
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

情
報
と
う
ま
く
付
き
合
う

　
が
ん
の
種
類
や
進
行
度
に
よ
っ
て

状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
主
治
医

に
病
状
や
今
後
の
治
療
に
つ
い
て
相

談
し
、
不
安
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
は
自
分
自
身
も
大
切
に
す
る

　
家
族
は
、
が
ん
に
な
っ
た
本
人
と

同
じ
よ
う
に
精
神
的
負
担
が
か
か
る

「
第
二
の
患
者
」
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
も
、
家
族
自
身
も
自
分
を
い
た
わ

り
ま
し
ょ
う
。

　
ど
ち
ら
の
が
ん
も
診
断
方
法
と
治
療
方

法
が
向
上
し
、
早
期
発
見
に
よ
り
治
る
確

率
が
上
が
り
ま
し
た
。
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受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30～ 11：30　〔診療〕 9：00～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30～ 16：00　〔診療〕14：00～
●第2火曜日は高橋先生の診療となります。
◎15日㈭の午後と16日㈮は休診となります。
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日

髙　橋 髙　橋
堀内（午前） 休  診 休  診

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日

休  診 ●髙　橋 松　田 髙橋 午後
休診 休　診 休　診 休  診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

26日 27日 28日 29日 30日 31日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 休　診

8月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

�
☎
７
７
２

－

８
１
３
７

心
の
健
康
相
談
会

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ
も

り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か
気
持

ち
が
沈
む
」「
お
年
寄
り
の
も
の
忘
れ
」

「
認
知
症
」
な
ど
…

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
そ

の
家
族
な
ど
の
相
談
に
、
専
門
医
（
精

神
科
）
が
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
８
月
１９
日
㈪

　
午
後
２
時
～
４
時

会�

場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部

費
用　
無
料

申
込
み　
事
前
の
予
約
が
必
要

※�

精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合
は
、

相
談
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

【
問
合
せ
】
新
潟
県 

福
祉
保
健
課

　
援
護
恩
給
室

�

☎
０
２
５－

２
８
０－

５
１
８
０

戦
没
者
遺
骨
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施

　
厚
生
労
働
省
は
、
沖
縄
県
の
１０
地
域

で
収
容
さ
れ
た
戦
没
者
遺
骨
に
つ
い
て
、

遺
族
だ
と
思
わ
れ
る
人
か
ら
の
申
請
を

募
り
、
厚
生
労
働
省
保
管
資
料
や
申
請

さ
れ
た
死
亡
場
所
な
ど
の
情
報
に
基
づ

き
、
あ
る
程
度
戦
没
者
と
の
つ
な
が
り

が
確
認
で
き
る
場
合
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
沖
縄
県
の
次
の
１０
地
域
で
収
容
さ
れ

た
戦
没
者
の
遺
族
だ
と
思
わ
れ
る
人
。

　

真
嘉
比
〔
那
覇
市
〕、
幸
地
〔
西
原

町
〕、
大
里
字
高
平
〔
南
城
市
〕、
経
塚

〔
浦
添
市
〕、
前
田
〔
浦
添
市
〕、
伊
原

〔
糸
満
市
〕、
米
須
〔
糸
満
市
〕、
喜
屋

武
〔
糸
満
市
〕、
真
壁
〔
糸
満
市
〕、
具

志
頭
須
武
座
原
〔
八
重
瀬
町
〕

申
込
み

　
希
望
さ
れ
る
遺
族
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。（
申
請
書
は
、
厚
生
労
働
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

南魚沼地域自殺対策キャッチフレーズ
育てます 命を守る 地域の絆

きづなちゃん
こころちゃん
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
８
月
２２
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階 

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
３０
分

締
切
り　
８
月
２１
日
㈬　
正
午

申
込
み　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
秘
書
広
報
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
共
同
発
行
事

業
者
の
募
集
期
間
の
延
長

　
市
報
７
月
１５
日
号
４
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
た
「
市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
共
同
発
行

事
業
者
の
募
集
」
の
募
集
期
間
を
延
長
し

ま
す
。

延
長
前
の
締
切
り　
７
月
３１
日
㈬

延
長
後
の
締
切
り　
８
月
７
日
㈬

※�

内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（「
市
民
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
共
同
発
行

事
業
者
募
集
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い

【
問
合
せ
】
新
潟
県
河
川
管
理
課
�

☎
０
２
５－

２
８
０－

５
４
１
４

　
新
潟
県
砂
防
課

�

☎
０
２
５－

２
８
０－

５
４
２
４

川
で
遊
ぶ
時
は
急
な
増
水
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

　

川
で
遊
ぶ
時
は
、
急
な
増
水
に
備
え
、

遊
ぶ
場
所
近
辺
と
そ
の
上
流
部
の
河
川
水

位
や
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な

ど
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

現
地
で
は
事
前
に
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、

雨
が
降
り
始
め
た
り
水
位
が
上
昇
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
河
川
水
位
な
ど
の
各
種
情
報
は
、
県
の

「
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
で
確
認
で

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

き
ま
す
。
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
新
潟
県 

土
木
防
災
情
報
」
で
検
索
）
を
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
募
集

　
令
和
２
年
２
月
１
日
㈯
を
基
準
と
し
て

実
施
す
る
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

事
務
内
容

・
説
明
会
へ
の
出
席

・
調
査
票
の
配
布
と
回
収

・
調
査
票
の
点
検

任
命
期
間

　
１２
月
下
旬
～
令
和
２
年
２
月
下
旬

報
酬　
２
万
円
～
４
万
円
程
度

※
担
当
す
る
調
査
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す

応
募
要
件

・�
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き

る
２０
歳
以
上
の
人

・‌�

税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

い
人

・�

暴
力
団
員
で
な
い
人
、
暴
力
団
も
し
く

は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な

い
人

応
募
方
法

　
企
画
政
策
課
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書

を
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
り　
８
月
２１
日
㈬

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

　
健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
福
祉
課

�

☎
７
７
２

－

８
１
３
８

第
３０
回

南
魚
沼
地
区
社
会
福
祉
大
会

　
新
潟
県
、
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
共
同
で
、
南
魚
沼
地
区
社

会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
福
祉
に
功
績
が
あ
っ
た
人
の
表

彰
と
、
記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
２１
日
㈬

　
午
後
１
時
１５
分
～
３
時
１５
分

会
場　
塩
沢
公
民
館

※�

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
な
る

べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い

費
用　
無
料

講�

演　
「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
現
状

と
問
題
」
～
家
族
・
地
域
で
今
何
が
必

要
か
～

講
師　
横
澤
富
士
子
さ
ん

　
（
上
級
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
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【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

騒
音
規
制
法
に
よ
る
騒
音
指
定
地

域
及
び
振
動
規
制
法
に
よ
る
振
動

指
定
地
域
の
変
更
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　
６
月
１
日
㈯
～
３０
日
㈰
に
、
騒
音
規
制

法
に
よ
る
騒
音
指
定
地
域
及
び
振
動
規
制

法
に
よ
る
振
動
指
定
地
域
の
変
更
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

変
更
案
の
と
お
り
準
備
を
進
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】
建
設
課 

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

魚
野
川
河
川
美
化
運
動

参
加
者
募
集

　
ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
は
、
１０
月
ま
で
の
毎
月
第
４
土
曜

日
に
１
時
間
程
度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の

河
川
敷
で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

８
月
の
活
動　
８
月
２４
日
㈯

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の
下
に
集

合
（
坂
戸
側
）

注
意
事
項

　
傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
責
任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
魚
野
の
家

�

☎
７
７
０

－

０
８
５
７

「
魚
野
の
家
」
地
域
交
流
事
業

　
「
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目

的
に
、
地
域
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　
利
用
者
と
市
民
が
触
れ
合
い
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

八
幡
会
場
［
魚
野
の
家
］

第
２７
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

日
時　
９
月
１
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

内�
容

　
利
用
者
の
体
験
発
表
、
手
作
り
作
品
販

売
、
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
・
か
き
氷
・
ジ
ュ
ー
ス
・
移
動
販
売

車
で
の
カ
レ
ー
の
販
売
）、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
射
的
、
輪
投
げ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
無

料
わ
た
あ
め
、
無
料
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど

浦
佐
会
場
［
浦
佐
福
祉
の
家
］

第
７
回
浦
佐
福
祉
の
家
ふ
れ
あ
い
福
祉

ま
つ
り

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
共
催
）

日
時　
９
月
７
日
㈯

　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

内�

容
　
利
用
者
の
体
験
発
表
・
活
動
紹
介
、
移

動
販
売
車
で
の
カ
レ
ー
の
販
売
、
射
的
、

輪
投
げ
、
無
料
わ
た
あ
め
、
無
料
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど

バ
ザ
ー
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

　
毎
年
大
盛
況
と
な
る
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

に
、
品
物
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

対
象
品
（
新
品
）

食
品
、
台
所
用
品
、
洗
剤
、
タ
オ
ル
、

シ
ー
ツ
カ
バ
ー
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
毛

布
※
衣
類
は
対
象
外
で
す

受
付
場
所　
魚
野
の
家

収
集
期
間　
８
月
２３
日
㈮
ま
で

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分

【
問
合
せ
】
北
越
急
行
株
式
会
社

　
営
業
企
画
課

�

☎
０
２
５－

７
５
０－

１
２
５
１

（
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

ト
キ
て
つ
×
ほ
く
ほ
く

駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
９
を

開
催

　

ほ
く
ほ
く
線
・
妙
高
は
ね
う
ま
ラ
イ

ン
・
日
本
海
ひ
す
い
ラ
イ
ン
の
３
線
で
駅

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
中
で
す
。
列
車

に
乗
っ
て
、
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
せ
ん
か
。
先
着
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
が
も
ら
え
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
越
急
行
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
ほ
く
ほ
く
線
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
北
越
急
行
株
式
会
社

　
営
業
企
画
課

�

☎
０
２
５－

７
５
０－

１
２
５
１

（
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

ほ
く
ほ
く
線
イ
ベ
ン
ト

「
ビ
ア
ほ
く
ほ
く
」
開
催

　
十
日
町
駅
を
会
場
に
、
沿
線
内
外
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
職
人
が
集
結
し
ま
す
。
樽

か
ら
サ
ー
ビ
ン
グ
す
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。
ご
来
場
の
際
は
、

ほ
く
ほ
く
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ビ
ー
ル
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

通
じ
て
、
造
り
手
自
ら
が
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
魅
力
を
語
る
イ
ベ
ン
ト
列
車
も
運
行

し
ま
す
。

日
時　
９
月
１５
日
㈰

　
午
前
１１
時
～
午
後
７
時

区
間　
六
日
町
～
直
江
津
間
往
復

定
員　
４０
人

※
要
予
約
制

　
詳
し
く
は
、
北
越
急
行
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
ほ
く
ほ
く
線
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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【
問
合
せ
】

　
ゆ
き
ぐ
に
断
酒
新
生
会
（
関
）

�
☎
７
７
７

－

２
１
１
７

ゆ
き
ぐ
に
断
酒
新
生
会
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
断
酒
会
は
、
お
酒
に
悩
む
人
た
ち
に
よ

る
、
お
酒
に
悩
む
人
の
た
め
の
自
助
組
織

で
す
。
飲
酒
に
ま
つ
わ
る
悩
み
を
語
り
合

い
な
が
ら
、
悩
み
を
理
解
し
合
い
、
支
え

合
う
こ
と
で
、
問
題
に
向
き
合
い
ま
す
。

　
断
酒
を
続
け
て
い
る
人
の
話
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

お
酒
で
悩
ん
で
い
る
人
、

家
族
の
飲
酒
が
心
配
な
人
な
ど
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

日
時　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
０
２
５－
７
９
４－

２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

９
月
入
校
生
募
集

総
合
建
設
科
（
９
月
入
校
）

対�

象　
建
設
の
基
礎
知
識
・
技
能
を
習
得

し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
日　
９
月
１３
日
㈮
～
１２
月
５
日
㈭

　
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
５０
分

会
場　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

　
〔
西
泉
田
〕

定
員　
１０
人

費
用　
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
８
月
２３
日
㈮

介
護
員
養
成
科
３
期
（
９
月
入
校
）

対�

象　
介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習

得
し
、
福
祉
や
介
護
分
野
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
人

期
日　
９
月
１８
日
㈬
～
１２
月
１３
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

会�

場　

ア
ル
プ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
魚
沼
研
修
セ
ン
タ
ー

　
〔
魚
沼
市
小
出
島
〕

定
員　
１５
人

費
用　
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
８
月
２６
日
㈪

「
伝
わ
る
話
し
方
講
座
」
受
講
生
募
集

対�

象　
社
内
外
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
と
接
す
る
機
会
の
多
い
人
（
在
職

者
）

日
時　
９
月
５
日
㈭
、
１２
日
㈭

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

会
場　
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
〔
魚
沼
市
小
出
島
〕

講
師　
佐
藤
裕ひ

ろ
美み

さ
ん

　
（
印
象
ア
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

定
員　
２０
人

費
用　
２
，４
０
０
円

締
切
り　
８
月
３０
日
㈮

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

�

☎
７
８
０

－

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

⑯

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

夜
の
森
の
楽
し
み

　
八
色
の
森
公
園
に
は
、
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
な
ど
の
広
葉
樹
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
樹
木
を
よ
く
見
る

と
、
所
々
に
樹
液
が
に
じ
み
出
て
い
る
か

所
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
昆

虫
な
ど
が
集
ま
り
ま
す
。

　
樹
液
に
集
ま
る
昆
虫
た
ち
は
、
昼
と
夜

で
異
な
り
ま
す
。
日
中
見
ら
れ
る
代
表
的

な
も
の
は
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
の
仲
間

や
カ
ナ
ブ
ン
な
ど
で
す
。
夜
に
な
る
と
、

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
や
コ
ク
ワ
ガ
タ
、
ガ

の
仲
間
が
集
ま
り
ま
す
。
樹
液
に
は
ス
ズ

メ
バ
チ
も
寄
っ
て
来
る
の
で
、
刺
さ
れ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
樹
液
に
集
ま
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
夜
の
樹
木
を
見
て
い
る
と
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
の
仲
間
（
ミ
ヤ
マ
カ
ミ
キ
リ
、

ウ
ス
バ
カ
ミ
キ
リ
な
ど
）
が
出
会
い
を
求

め
て
い
た
り
、
羽う

化か

前
の
セ
ミ
の
幼
虫
が

歩
い
て
い
た
り
、
ア
マ
ガ
エ
ル
が
虫
を

狙
っ
て
い
た
り
、
い
ろ
ん
な
場
面
に
出
合

え
ま
す
。

　
八
色
の
森
は
独
立
し
て
い
る
人
工
林
で

す
が
、
多
く
の
生
き
物
で
昼
も
夜
も
に
ぎ

や
か
で
す
。

※�

県
立
都
市
公
園
内
は
採
集
禁
止
で
す
。

観
察
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

コクワガタミヤマカミキリ
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市などからのお知らせ  掲示板



みなみうおぬまニュースプラザ

春の褒章 褒状（緑綬）を受章　大
おお

沢
さわ

福
ふく

寿
じゅ

会
かい

〔大沢〕

　大沢福寿会は、地域の老人クラブで昭和の時代から大沢駅周辺の
草刈りや清掃作業などの奉仕活動を続けてこられました。長年にわ
たる環境美化奉仕活動の功績により、今回の受章のほかに、平成
28年10月には「鉄道の日」鉄道関係功労者国土交通大臣表彰も受
賞されました。数年前からは、花壇の花植え作業も行い、現在は
70～ 90歳代の57人の会員が活動をしています。
　会長の阿部正昭さんは「長い間続けてきた活動が認められたこと
はうれしいことです。先輩から引き継いできた歴史が実を結びまし
た。愛着のある駅なので、これからも身を引き締めて活動を続けていきたいと思います」と語りました。

春の褒章 藍綬褒章を受章　中村 武
たけ

雄
お

さん〔緑町〕

　中村さんは、平成12年2月に調停委員に任命されて以来、南魚
沼簡易裁判所の調停委員として民事の調停に尽力されています。土
地家屋調査士や測量士、行政書士としての豊富な経験や専門知識を
もとに、相手に寄り添って問題の本質を引き出しながら、土地の境
界問題などのさまざまな紛争を解決に導きました。今後も、任期の
令和2年7月まで民事の調停に力を注がれます。
　中村さんは、「受章は大変光栄なことです。裁判所は敷居が高い
と思われがちですが、気軽に相談できる場所です。調停は訴訟に比
べて安い費用で行うことができます。問題はひとりで抱え込まず、まずは裁判所に相談してほしいと思い
ます」と語りました。

令和元年度 南魚沼市民総合防災訓練を実施しました7月7日㈰
　塩沢小学校を主会場に、市内全域で行政区・自主防災組織が消防団と連携して南魚沼市民総合防災訓練
を実施しました。塩沢小学校では、市民参加型の体験訓練を中心に、
児童避難、炊き出し訓練、濃煙体験、降雨体験、消火体験、土のう
づくり体験、一斉放水などの訓練を行ました。雪を活用した暑さ対
策として、雪クーラーの設置とスノーパックの配布を行い、児童や
来場者は、涼しいテント内や冷たいスノーパックで体を冷やしなが
ら、さまざま訓練を体験していました。
　林市長は「災害は忘れなくてもやってきます。防災マップで避難
方法などを確認していただき、有事の際には今日の訓練を生かして
いただきたいと思います」と、話しました。

ワンタッチテント・メガバルーンライトが寄贈されました6月17日㈪
　本庁舎で、一般社団法人南魚沼建設業協会会長の井口和成さん、副会長の羽吹忍さん、理事の飯酒盃豊
さんが出席し、ワンタッチテントとメガバルーンライトの寄贈式が行われました。
　会長の井口和成さんから「有事の際に、備品は市民の心の支えに
なります。防災活動などでご活用ください。今後も、市民の役に立
てるように努めていきたいと思います」という言葉とともに、ワン
タッチテント2基とメガバルーンライト3台をご寄贈いただきました。
　林市長は「使用する機会が来ないことが一番よいですが、有事の
際などに活用させていただきます。さまざまな面で建設業協会のみ
なさんからご協力をいただいています。今後もよろしくお願いしま
す」と、語りました。
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月8 のカレンダー

行政
困りごと

相談

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
8月21日㈬ 13：00 ～ 15：00　市役所本庁舎南分館
【問合せ】総務課 防災庶務班� ☎773－6660

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
・�電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
を案内する場合があります。

・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
できるだけ通常の診療時間内に受診してください。

⃝新潟県『救急医療電話相談』
　☎025－284－7119（#7119でも可）
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（#8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと
き（発熱、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

　イベントなど何かと忙しい季節です
が、なかなか天気に恵まれない日が多いと感じます。
近隣でも大雨の被害に遭われた地域がありました。
　市報6月15日号に、避難勧告等に関するガイドラ
インの改定内容を掲載しました。万が一に備えて、警
戒レベルによる避難行動などを確認しておきましょう。
何よりも、災害が起きないことを願うばかりです。
� （秘書広報課　角谷）

編集後記

市民の動き
令和元年
6月末日現在（ ）

◦人口 　　56,303人　（先月比�－303）
◦男　 　　27,585人　（先月比�－147）
◦女　 　　28,718人　（先月比�－156）
◦世帯数 　19,919戸　（先月比�－143）

日にち 行事名・時間・会場など

4日㈰
夏休み科学教室「科学工作＆実験体験」
10：30 ～ 12：00　図書館多目的室

おはなしのじかん
11：00 ～ 11：30　図書館児童コーナー

10日㈯
DVD上映会『天王寺おばあちゃんゾウ～春子最後の夏～』
10：00 ～ 11：40　図書館多目的室

読書のつどい「おばけだぞ～！」
14：00 ～ 15：30　図書館多目的室

11日
（日・祝）

雑誌編集者と山岳写真家の「山の日」
トークショー
14：00 ～ 16：00　図書館多目的室

18日㈰ 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　イオン六日町店2階

23日㈮
乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
ペットボトルで風鈴をつくろう！
10：00 ～ 11：30　大和公民館

24日㈯
エイブルCHINTAIカップ
第31回塩沢ジャンプ大会
9：30 ～公式練習　新潟県石打丸山シャンツエ

25日㈰
エイブルCHINTAIカップ
第31回塩沢ジャンプ大会
8：00 ～試技・競技　新潟県石打丸山シャンツエ

26日㈪ 第８回農業委員会総会
9：00 ～　大和庁舎３階旧議場

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※ふれ愛広場のみ小学校3年生までの児童とその保護者
時間　9：30 ～ 15：30
　　　9：30 ～ 18：00（六日町会場 ふれ愛広場のみ）

大 和 会 場 　大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日
8月5日㈪　10：30 ～
支援講座「赤ちゃんのことばの発達」　講師：保健師

六日町会場 　イオン六日町店専門店館（1階）
　毎週 月・火・木～日曜日
8月6日㈫　10：30 ～
支援講座「赤ちゃんのことばの発達」　講師：保健師

塩 沢 会 場 　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日
8月21日㈬　10：30 ～
支援講座「赤ちゃんのことばの発達」　講師：保健師

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
～ほのぼの広場お盆休みについて～
　下記の日は、ほのぼの広場を休みます。
　8月14日㈬～ 16日㈮　大和・塩沢会場
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、8月11日（日・祝）・
31日㈯の13：30 ～ 14：30にのびのびタイム（親子体
操教室）を開催します。（申込み不要）開催中はふれ愛
広場の利用はできません。

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

救 急 医 療

ほのぼの広場

　7月14日㈰に栃窪地区で、棚田草刈りアート
日本選手権大会が開催されました。
　栃窪小学校の児童は、作品の草刈りのほかに昼
食の配膳の手伝いや学校で作った野菜の販売など、
地域の活動に積極的に参加していました。

今月の

表紙

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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